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PDSIサイクルに関する理論的背景と学校での教育実践への適用
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はじめに

PDSI (Plan-Do-See-Improvement)サイクルは，各

学校において学校教育目標の達成を目指した教育課

程の計画，実施，評価，改善の一連の過程を循環関

係・サイクルというシステムとして科学的に捉える

点に本質がある.筆者は，これまで，熊本市教育セ

ンター主催の教員研修事業である教育論文審査や研

究員活動の機会を通して， PDSIサイクノレを導入し

た教育実践研究の進め方にかかわる指導・助言を行

なってきている.本稿では，このPDSIサイクルに

関する理論的背景とそれが学校教育に導入されてき

た経緯について明らかにするとともに，学校等での

教育実践研究ならびに現職教員研修を進めていく上

でPDSIサイクルを適用することの有用性・意義に

ついて述べてみたい.

PDSIサイクルに関する理論的背景とそれが学校

教育に導入されてきた経緯については，概ね次のよ

うに要約できる. PDSIサイクルと類義語として用

いられているPDS(Plan-Do-See)サイクルとPDCA

(Plan-Do・Check-Action)サイクノレは， ともに元々経営

学においてマネジメント・サイクノレとして提唱され

た考え方・手法で，それが日本の学校経営において

取り入れられ，あまり抵抗なしに教育現場に浸透し

つつあるものである.他方， PDSIサイクルは，学

校経営とりわけカリキュラム経営において導入され

たPDSサイクルに，その後，改善のImprovementが

付加されたものである.

PDSサイクルが教育の場に導入されたのは1960年

代で，この考えは学校経営近代化論の主張とともに

1970年代以降普及し，今日に至っている.また，

PDSIサイクルは， 1970年代後半から学校に基礎を

置くカリキュラム開発のシステム化の中でその重要

性が認識され，特に，総合的な学習の時聞が新設・

実施された1990年代後半頃から，カリキュラム評価
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あるいはカリキュラム経営の手法として数多く取り

上げられるようaになってきている.さらに， PDCA 

サイクルが教育の場に導入されたのはご、く最近のこ

とであり，学校評価システムの導入とともにマネジ

メント・サイクルによる継続的な改善を行なうこと

で，教育水準の向上に資するものである.

1 経営・管理でのPDSサイクルと

PDCAサイクル

経営・管理過程を科学的に分析する考え方・手法

として， PDSサイクルやPDCAサイクルと呼ばれる

マネジメント・サイクノレが提唱された.マネジメン

トを 1点で捉えるのではなく流れで捉えること，そ

して 1度の流れで終わるのではなく同じ流れを何

度も繰り返すことで，次々とステージを上がってい

くという点，つまり経営管理の諸機能の循環関係

として捉える点に，マネジメント・サイクノレの本質

がある.

(1) 起源

その起源は，フランスの経営学者Fayol， H.(1861) 

による管理論に始まり，経営管理の機能を「計画，

組織化，命令，調整，統制」の 5つに区分されるサ

イクルとして捉えた.また，アメリカのGulick，

L.(1937)は，経営管理の機能を「計画化，組織化，

職員採用，指導・指揮，調整，報告，予算」として

捉え，それらの頭文字をとったポスドコルプ説

(POSDCoRB: Planning，αganizing， Staffing， Direc-

出g，Coordinating， Reporting， and Budgeting)もよく

知られた.

概して，経営管理の機能のこれらの区分がはっき

りとせず，言葉の定義が難しすぎるところがあるこ

とから，それが簡略化され，いわゆるPDSサイクル

やPDCAサイクルが生まれたようである.その他に

も，経営管理機能を「計画化 (Plan凶ng)，組織化

( Organizing) ，統制 (Con仕olling)Jに集約した

POCサイクルと表現されることもある.
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(2) PDCAサイクル

PDCAサイクルは， トータル品質管理 (TQM:

Total Quality Management) の基本的な考え方とし

て， 1920年代にShewhart，W.やDemihg，W. E.に

よって提唱されたもので，研究者の名前を採って，

ShewhartサイクルあるいはDemingサイクノレとも呼ば

れている. 4つのフェーズ、での主な活動は次のとお

りで，経営過程の改善を目的とした事実に基づく科

学的な分析手法とされた.

・計画・立案 (Plan):理論づけ，仮説の設定，仮

説検証の計画

・実行・実施・運用 (Do):仮説検証の計画の実行，

仮説の実証

-定期的な点検・統制 (Check) 検証結果の点

検・評価，成果と課題の考察

・見直し・処理・対応・行動 (Action) 検証結果

に基づく対応，修正・改善，より高次のステッ

プへ向けた取組み(次の計画・立案の段階)

古くからあるPDCAサイクノレは，その後， 1990年

代以降，最近になって，再び脚光を浴びることにな

る.その契機となったのが， 1990年頃からの10年間

で，マネジメント・システムが世界的な関心事とな

り'.ISO (国際標準化機構)でも品質，環境管理，

労働安全，会計官吏，危機管理のマネジメント・シ

ステムの統合化を図る中で，あらゆる経営課題を管

理するマネジメント・サイクノレとしてPDCAサイク

ノレを採用したことである.

(3) PDSサイクル

経営管理過程を，一般的に「計画 (Plan)一実

施 (Do)-評価 (See)Jの3つの段階に分けて，

この頭文字をとってPDSサイクノレと呼ばれるのは，

日本流のマネジメント・サイクルの記号表現とされ

ているが，それが，いつ頃，誰によって提唱された

のかについては不詳である.

1950年代以降に登場したシステ-ム工学においては，

システム設計のための現状調査や結果の分析作業に

必要な科学的手法として計画一実施一評価」の

PDSサイクルが散見される.そこでは，良いシステ

ムを実現するための基本が計画一実施-評価を繰り

返すことであるというマネジメント・サイクルの考

え方が根底にある.

(4) わが国での適用

わが国でピジネス用語としてマネジメント・サイ

クルが盛んに用いられるようになったのは，すっき

りとして分かりやすいPDSサイクノレという用語の方

が20年以上早く， 1990年代以降，最近になって，

PDCAサイクルという用語も用いられるようになっ

てきている. 日本企業では， PDSサイクノレのSeeの

評価フェーズ、で、フィードパックが唆昧になりやすい

ので，それをCheck(点検・評価)と Action (対

処・行動)に分解したPDCAサイクルが用いられる

ようになったと言われる.

PDCAサイクルとPDSサイクルのモデルの違いに

ついて，例えば，環境管理システム (1996年に制定

されたIS014000シリーズ)でのPOCAサイクルが，

lつの組織の中で，実際に環境負荷を発生する現場

の改善計画を立案 (Plan) し，現場でそれを実行

(Do)し，環境負荷の実情を監査部門が測定・監

視 (Check) し，それに基づき経営層が見直しを行

なう (Action) という手順を繰り返すものである.

これに対して，現場と監査機構と経営層といった部

門分けを必要としないような小さな組織や個人の活

動においては，全体を統括する立場の人が，行動計

画を立て (Plan)，それを実行し(Do)，結果を評価

して改善につなげる(See)という，より簡素化さ

れたPDSサイクルで考えることもある.

さらに最近では，政策評価において許画

(Plan)一実施 (Do)-評価 (See)J を主要な要

素とする政策のマネジメント・サイクルの中に，政

策評価を制度化されたシステムとして明確に組み込

み，政策の普段の見直しゃ改善につなげていくこと

が求められているなど，社会や経済の様々な分野で

マネジメント・サイクルの考え方や手法が盛んに適

用されるようになってきている.

2 学校教育でのPDSサイクル，

PDSIサイクルとPDCAサイクルの適用

経営学に元来基礎づけられたマネジメント・サイ

クルが，わが国の学校教育に導入され普及していく

歴史的な過程は，大別して次の 3つに区分できる.

(1) 日本流のマネジメント・サイクルの記号表現と

されるPDSサイクルは， 1960年代に導入された当

初は学校経営全般で，その後，特に，学校でのカ

リキュラム経営において適用され， 1970年代以降

普及していった.

(2) 学校でのカリキュラムの改善志向が強まること

で， PDSサイクルに改善のImprovementが付加さ

れたPDSIサイクルは， 1970年代後半から学校に

基礎を置くカリキュラム開発のシステム化の中で

その重要性が認識され，その後，特に，総合的な

学習の時聞が新設・実施された1990年代後半から，

カリキュラム評価あるいはカリキュラム経営の手

法として数多く取り上げられるようになった.

(3) 他方， 1920年代に ShewhartやDemingによって

提唱され，その後， ISO (国際標準化機構)でも

採用され1990年代に再び脚光を浴びたPDCAマネ
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ジメント・サイクルは，わが国の経営・管理では，

従前までの自国流のPDSマネジメント・サイクル

ではフィードパックが暖味になりやすいことから，

see (評価)をCheck(点検・評価)とAction(対

処・行動)に分解したものとしてPDCAマネジメ

ント・サイクルが理解され，主流的な考え方と

なった.そのPDCAサイクルが， 2000年以降，学

校教育活動の改善に生かす学校評価を全体的にシ

ステム化するための方法として，採用されつつあ

る.

学校教育の場でPDSサイクルや， PDSIサイクル，

PDCAサイクルが適用されてきた時期や主たる分野

は，歴史的に大別して見れば上記の通りではあるが，

現在，これら 3つのマネジメント・サイクルが，多

種多様な教育・研究分野において広範囲に渡って適

用されてきていることは周知の事実である.

(1 ) 学校経営近代化論とPDSサイクル

従来の成り行き経営・管理や勘・コツによる経

営・管理ではなく，科学的な経営・管理の必要性に

基づき，元々経営学においてマネジメント・サイク

ルとして提唱されたPDSサイクルが，わが国で教育

の場に導入されたのは1960年代で，この考えは学校

経営近代化論の主張とともに1970年代以降普及して

いった.

① 学校経営の合理化・民主化

1959'""'60年頃からの経営学の影響のもとに経営合

理化を強調する近代化論は，学校経営過程の能率

化・標準化をはかることが経営民主化よりも先決問

題であるという考え方に立っていた. 1965年には，

論争が激化し，学校経営の合理化，学校経営の民主

化とその両者を統合しようとするものの大別して3

つの系列に分化することになる.その中で， PDSマ

ネジメン・サイクルは，校務分掌組織の改革，職員

会議組織の改革，学校教育目標の具現化・具体化，

学校でのカリキュラムの編成などにおいて，その必

要性が十分に認識され，実際にそのサイクルに治っ

て検討が行なわれた.

② 学校でのカリキュラム経営・カリキュラム評価

学校でのカリキュラム編成においては，わが国の

場合， 1958年以降，教育行政による法的管理・拘束

力の強化に伴い，国家レベノレで、定められた教育課程

の基準である学習指導要領を評価することが制限さ

れた聖域であったことから，いわばカリキュラム評

価と授業評価とが別次元のもの'と考えられるように

なっていた.カリキュラム経営には，文部省や教育

委員会などの教育行政機関が行なう教育課程の基準

に関する行政活動が含まれる広義の場合もあるが，

一般的には教育課程行政とは区別される学校レベル

でのカリキュラム経営がある.そこでは，各教科や

教科外活動の指導におけるPDSサイクルの断絶や，

とりわけ評価 (See)の部分の欠落が問題となって

いた.

つまり，各学校において学校教育目標の達成を目

指したカリキュラムや指導計画を作成し (Plan)， 

実施し (Do)，評価する(See)過程をつながりの

あるものにすることがカリキュラム経営の課題で

あった.この課題に対して，カリキュラムの評価と

改善が連続した 1つの仕事であるという戦後初期の

カリキュラム評価の目的を復権させ，カリキュラム

評価と授業評価とを内在的に統合する方略を提起し

たのが，到達度評価の考え方であると言われている.

到達度評価は，到達目標を基準とする絶対評価の立

場で，わが国では，集団基準に準拠した相対評価を

批判して， 1970年代に本格的に歴史に登場してきた

ものである.

③ カリキュラム経営を軸とした学校経営のシステ

ム化

1970年を境にして，システム工学の発想とその技

法を基礎にした学校経営のシステム化の試みが，合

理化・効率化をすすめるために出されてきた.これ

により， PDSサイクルに治ったカリキュラム経営を

中心的な軸としたトータノレな学校経営のシステム化

が新たに生まれてきた.児童・生徒の教育的成長に

直結したカリキュラムの計画・実施・評価こそを軸

Kし，それを人，物，予算，運営からなる経営諸条

件と最適に対応させてダイナミックに動かしてこそ，

学力問題に対する学校経営としての正しいアプロー

チが生まれると考えられるようになった.

以上のような経緯のもとで， 1970年代以降，カリ

キュラムの開発，編成，実施，評価，改善の一連の

過程を別々に見るのではなく， PDSサイクルという

システムで捉え，科学的に経営管理することが，子

どもの学力の保障につながるだけでなく，教師や学

校の教育活動をより有効なものとし，それが，国家

の教育課程の基準をより豊かにすることにつながる

という点で，その意義と価値が一般に広く認められ

るようになっていったと解される.

(2) 学校に基礎を置くカリキュラム開発とPDSIサ

イクル

PDSIサイクルは，わが国の学校でのカリキュラ

ム経営において導入されたPDSサイクルに，その後，

カリキュラムの改善志向が強まる ζ とで改善のIrn-

provementが付加されたものと考えられる.PDSIサ

イクルは， 1970年代後半から学校に基礎を置くカリ

キュラム開発のシステム化の中でその重要性が認識

され， 1998年の教育課程審議会答申において，各学

qo 
F
h
u
 



PDSIサイクルに関する理論的背景と学校での教育実践への適用

校が創意工夫を生かし特色ある教育，特色ある学校

教育を進めることが教育課程の基準の改善のねらい

のーっとして掲げられて，特に，総合的な学習の時

聞が新設・実施された1990年代後半頃から，カリ

キュラム評価あるいはカリキュラム経営の手法とし

て数多く取り上げられるようになってきている.

① 学校に基礎を置くカリキュラム開発

学校に基礎を置くカリキュラム開発 (SBCD:

School Based Curriculurn Development)は， 1975年

に，文部省がOECD(経済協力開発機構)のCE悶

(教育研究革新センター)と協力して東京で開催し

たカリキュラム開発に関する国際セミナーにおいて

Skilbeck， M.が初めて紹介したとされている.学校

をカリキュラム開発の場と考え，学校での日常的な

活動を通して開発を進める考え方で，授業実践を通

して計画へのフィードパック機能が重要とされる.

日常的な授業研究と有機的に関連するカリキュラム

開発のシステムの中で，計画一実施一評価一改善の

PDSIサイクルが取り入れられることになる.

文部省は，学校での教育課程の基準の改善に資す

る実証的資料を得るために， 1976年から研究開発学

校の制度を設けた.研究開発学校を中心に全国各地

で独自のカリキュラムが展開され，その成果が1989

年度および1998年度の学習指導要領の改訂に反映さ

れた.学校に基礎を置くカリキュラム開発にかかわ

る実践・研究の重要性を再認識し，その方法論を確

立していく上でも， PDSIサイクルの考え方・手法

が重要な意味をもっと考えられる.

② 総合的な学習の時間

1998年の教育課程審議会答申において，各学校が

創意工夫を生かし特色ある教育，特色ある学校教育

を進めることが教育課程の基準の改善のねらいのー

っとして掲げられ，総合的な学習の時聞が新設され

た.総合的な学習の時聞は，学習指導要領では，総

則の中でその取扱いが述べられているだけで，目標，

各学年の目標および内容等が示されておらず，教科

書も作成されていないことから，各学校が地域や学

校，児童・生徒の実態に応じて創意工夫を生かした

教育活動を行なうことが大前提となっている.つま

り，学校に基礎を置くカリキュラム開発の必要性・

必然性が改めて認識され，その実践が進められてき

ている.

総合的な学習の時間のカリキュラム編成が目標を

達成する上で有効であるかどうかを，授業実践を通

して評価・点検・見直し，より良いものに改善しよ

うとするカリキュラム評価・改善に着手する動きが

あるT また，さらに総合的な学習の時間のカリキユ

ラム経営を基軸にした学校全体のカリキュラム経営

戦略の創出と学校改善の動きも見られる. 1990年代

後半から，このようなカリキュラム評価あるいはカ

リキュラム経営の手法として， PDSIサイクルが数

多く取り上げられている.

包) 学校評価システムとPDCAサイクル

中央教育審議会答申 (1998)や教育改革国民会議

(2000)などにおいて，学校は教育目標や教育計画

等を保護者や地域住民に説明するとともに，その達

成状況を自己評価するなど，学校評価を導入し，教

育活動全般の改善につなげていくことが提案された.

また，文部科学省令の学校の設置基準 (2002)で，

教育水準の向上を図り，学校の目的を実現するため，

学校の教育活動その他の学校運営の状況について，

自ら自己点検及び評価を行ない，その結果の公表に

努めることが規定された.これを受けて，各県市町

村においては，学校管理規則等が改正され，公立学

校に学校評価の実施が義務づけられた.

これまでも各学校においては，教育目標を設定し，

実践したのちに，その教育内容や教育活動に一定の

評価を行なう取組みはなされてきた.しかしながら，

ややもすると目標が具体的で検証可能なものとは

なっていなかったりしたために，客観的で的確な評

価が行なわれず，次年度の教育目標や教育計画の改

善に反映されていない状況が見られた.また，従来

から，学校運営の反省あるいは学校運営の診断

チェック等の形で学校評価が実施されてきているが，

組織マネジメントの考え方を導入し，一層充実した

ものにしていく必要性が認識されてきている.そこ

で，学校経営全般にわたって，教育活動とそれを支

える学校運営のあらゆる場面において，マネジメン

ト・サイクルを導入し客観的・総合的に評価して改

善することで，教育の質的向上に資する取組みが始

まっている.このような学校評価システムを確立す

るための経営手法として，古くから用いられている

PDSサイクルや，新たにPDCAサイクルを導入する

動きが活発化している.

3 学校等での教育実践研究と

現職教員研修へのPDSIサイクルの適用

学校教育の目的は，児童・生徒の心身の健全な成

長，知徳体の調和的な全面発達を促すという人間形

成(=人格の完成)にある.児童・生徒の教育的成

長に直結したカリキュラムの計画一実施-評価-改

善を軸にし，児童・生徒の実態を把握しながら，学

校の教育目標の達成状況を明らかにしていくことは

いついかなる時代においても，学校および教職員一

人一人に課せられた必要不可欠かつ必然的な使命で

ある.
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中山玄三

経営学に元来基礎づけられたマネジメント・サイ

クルが学校経営に導入され普及していった，いわゆ

るPDSサイクルやPDSIサイクル， PDCAサイクルは，

いずれにも共通して，各学校において学校教育目標

の達成を目指したカリキュラムの計画，実施，評価，

改善の一連の過程を別々に見るのではなく，諸機能

の循環関係・サイクルというシステムとして捉える

点に，本質がある.このようなマネジメント・サイ

クルを適用し，カリキュラムの有効性を科学的に実

証していく教育実践研究こそが，子どもの「確かな

学力Jr生きる力」の保障につながるだけでなく，

教師や学校の教育活動をより有効なものとし，引い

てはそれが，園の教育課程の基準をより豊かにする

ことにつながるという点で，その意義と価値がある

と考える.

とりわけ，教育実践現場と管理職層，教育課程行

政機関といった階層分けを必要としないような小さ

な各教科等の部会などの組織，もしくは実践家・研

究者としての教員個人による教育実践研究において

は， PDSIサイクルで、考えることが最も適当である

と思われる.その理由は， PDSIサイクルが，学校

に基礎を置くカリキュラム開発のシステム化の中で

その重要性が認識され，カリキュラム評価の手法と

して適用されてきた歴史的経緯を鑑み，それが元々

あった本来の趣旨に合致していると考えられるから

である.したがっ.て，教育委員会や教育センターが

教員研修の一部として実施する「教育課程Jにかか

わる教育論文や各教科等部会・研究員制度・校内研

修他の機会を通して，教育実践研究を進める上でも，

PDSIサイクノレは是非とも取り入れてみたい考え

方・手法であり，また，そうすることが必要不可欠

かっ必然とされよう.

このような考えのもとで，筆者は，平成14年度よ

り熊本市教育センター主催事業である教育論文の審

査にかかわってきており，教育論文の分析f評価に

PDSIサイクノレを積極的に導入している.筆者が独

自に分析・評価した過去3年間の教育論文の全体講

評を，表 1に示す.PDSIサイクルを観点として教

育論文を分析・評価したところ，次の5つの点が，

教育実践研究の進め方・まとめ方のポイントとして

抽出することができた(資料 1参照). 

1 )テーマ設定では新しい学力観Jr生きる力J

「基礎・基本Jr確かな学力Jの捉え方を踏ま

える.【計画】

2)仮説の設定では，教育諸条件や原因と結果の関

係を構造的に捉える工夫が必要とされる.特に，

理念を論旨通り実践できる視点、を抽出すること.

【計画】

3)授業実践では，子どもの学習活動の実際を具体

的に捉えJ一人一人の学びに着目した詳細な観

察と記録をもとに，豊富なデータを蓄積する.

【実施】

4)仮説の検証では，一人一人の子どもの具体的な

姿から，データに裏付けられた論を展開し，授

業実践から言えることを帰納する.【評価】

5)まとめでは，評価をもとにした計画・実践の改

善まで考察を深めることが望まれる.特に，子

どもの学習状況の評価から，指導上の改善すべ

き視点を，課題として抽出すること.【改善・

計画】

また，筆者は，平成12年度より熊本市教育セン

ター主催事業である研究員活動の全体会において，

教育実践研究の進め方・まとめ方に関する指導・助

言を行なってきており，平成16年度からは，新たに

上記の 5つの事項を踏まえたPDSIサイクルを，こ

の機会に積極的に導入している.平成16年度(1年

目)は，平成15年度準特選教育論文の抜粋を研修教

材(資料2参照)として，①テーマ・仮説と授業実

践?検証の論理的な整合性・一貫性，②「計画一実

施一評価一改善」のサイクノレと継続性という観点か

ら，演習形式でのグループ討議と双方向性のある参

加型の講話を行なった.平成17年度 (2年目)は，

研究員活動の各部会ごとの取り組みの現状を内容と

して，子どもの変容の実態と教師の教育的手立ての

有効性の検証という観点から，実践を通した仮説の

検証について，演習形式でのグループ討議と双方向

性のある参加型の講話を行なった.PDSIサイクル

を適用した教育実践研究の進め方・まとめ方に関す

る現職教員の代表的な感想を抜粋したものを，表2

に示す.学校等での教育実践研究ならびに現職教員

研修を進めていく上でPDSIサイクルを適用するこ

との有用性を示唆するものである左思われる.

まとめにかえて

学校等での教育実践研究のあり方として，①日々

の教育実践を基本とした今日的教育課題に対応する

もの，②学ぶ主体である子どもの成長を主眼とする

もの，③実践に裏付けられた実効性のあるもの，④

学校教育現場へ成果を還元・普及できるもの，の4

つが期待されていることは今日自明である.しかし

ながら，従来ややもすると成り行き任せの実践や，

経験や勘，コツに頼る実践で、始終する学校等での実

践報告を質的に高め，上記の期待に即応していくに

は，理論と実践の整合性・一貫性と「計画一実施一

評価一改善Jの継続性を重視した科学的な考え方・

手法が必要不可欠と思われる.筆者は，このような
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の分析・評価結果PDSIサイクルを適用した「教育論文」表 1

M
M
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〉
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風
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優れている点

「新しい学力観J及び I生きる力J
という学力の捉え方を踏まえたテ
ーマ設定と教育実践が展開されて
いる。また、子どもの学習活動の
実際を具体的に捉えようとする数
多くの試みがなされており、豊富
なデータが蓄積されていることが
認められる。
「確かな学力Jにつながる教科指導
のあり方、 「豊かな人間性・豊か
な心J r自己の生き方」につなが
る教科等の授業や教科外活動のあ
り方、英語活動を取り入れた特別
支援教育のあり方など、様々な現
代的教育諸課題に対応するための
テーマ設定と教育実践が展開され
ている。
情報化・国際化への対応という視
点、 「確かな学力」に資する学習
意欲の向上や表現力・コミュニケ
ーションカの育成という視点、 「
自己の生き方」にかかわる自分に
焦点を当てた視点、特別支援教育
の視点など、教育の今日的課題に
対応するものである。理論と実践
が一貫しているものが多く、子ど
もの実態把握による豊富なデータ
に基づいて仮説の検証を試みてい

るものが多く見られる。
対象とした教育論文は、熊本市教育センター主催事業である教育論文審査で取り上げられた個人の部の教育論文(各年度7扇〕ーである。

その他

夜読b設定においては、教育諸条
件や原因と結果の関係を構造的に
捉えるなど、より一層の工夫が必
要とされる。また、仮説の検証に
おいては、一人一人の子どもの具
体的な姿からデータに裏付けられ
た論を展開することが望まれる。

全体講評

今後望まれる点

「計画一実施ー評価-改善Jとい
う教育実践研究の一連の手順を踏
んだ教育論文が、多数提出される
ことが望まれる。多くの論文は、
「評価Jの段階まで踏み込んだも

のであるが、評価をもとにした計
画・実践の「改善Jまで考察を深
めたものは少ない。

対象とした教育論文

個人論文
(1) r特選J論文1編

平成14年度|
(2) r準特選J論文3編

(3) その他の論文3編

教科の教育だけでなく、教科外あ
るいは学級づくりという視点も組
み合わさった多面的総合的な実践
研究も高く評価したい。

一人一人の子どもの学びに着目し
た詳細な観察と記録をもとに、具
体的なデータに裏付けられた検証
授業の成果がまとめられると一層
望ましい。

個人論文
(1) r特選」論文 1編

平成15年度 1(2) r準特選」論文3編
(3) その他の論文3編

-
5∞
|

 

一人一人の子どもの自己評価をも
とに学級全体の学びの実態を、数
量的に把握することで、仮説を検
証し、研究の成果をまとめている
論文が散見される。今後とも、こ
の種の実践研究の進め方・まとめ
方が、より一層定着していくこと
が望ましいと思われる。

「計画一実施ー評価Jという手順
を踏んでいるものが多く見られる
が、 「評価」に基づく「改善Jの
視点の抽出と今後の課題の明確化
という点で、さらなる考察を深め
ていくことが望まれる。

個人論文

平成16年度I~~~ r特選J論文 1編
(2) r準特選J論文3編
(3) その他の論文3編

筆者がそれぞれの教育論文を独自に分析・評価した結果に基づくものである。表中の全体講評は、

註〕



に関する現職教員の感想

P'DSIザ手ヲノレを蚕肩Eた「教育実践研究の進め方・まとめ方Jに関する嘉誠薮員研修

平成16年度研究員全体会 | 平成17年度研究員全体会
Tこれからの教育研究に求められるものJ (4/22， 9/10) 1 教育研究2年目に求められるものJ (6/2) 

平成15年度準特選教育論文の抜粋を資料として、(1)テーマ・教育研究のまとめにあたってJ (4/20) 

仮説と授業実践・検証の論理的な整合性・一貫性、 (2) r計画|研究員活動の各部会ごとの取り組みの現状を内容として、子

一実施ー評価ー改善」のサイクノレと継続性という観点から、演|どもの変容の実態と教師の教育的手立ての有効性の検証とい

習形式でのグループ討議と双方向性のある参加型の講話を行| う観点から、実践を通した仮説の検証について、演習形式で

なった。 Iのグループ討議と双方向性のある参加型の講話を行なった。

【1/2年次第l回:平成16年4月22日【2/2年次第l回:平成17年4月20日】
・分かり易く、整然としていて、筋道の通った研究の進め方 卜目指す子ども像の実現に向けて、教師がどのような教育的

をどのようにすべきか、スタートにあたり良い示唆を頂い | 手立てを講じたのか、また、そのことにより子どもがどれ
だけ成長(変容)したかを具体的に示していくことの大切

さを今回も学ばせて頂いた。数値化が困難な情意面・思考

面等の評価に客観性をもたせる大切さも感じた。
「教育実践は終わらない」という言葉がとても印象に残っ

た。 1年目は実践で2年目は実践を確証じ、その繰り返し

であることを再認識させられた。
・子どもの実態をしっかりと捉え、課題をみつけて、どうい

う方向に育てたいのかを考えて進めていく。課題を明らか
にすると、また新たな課題がみつかる。ひとつずつ課題を

明らかにしていくことが大切である。
・実践の後に検証し、もう一度実践をとの話がありましたが、

道徳の場合は授業だけでなく日常生活を通して実践カを育
てていかなければならないと思っていますので、難しい部

分もあると思いました。
[2/2年次第l回:平成17年6月2日】
・しっかりとした子どもたちの実態にもとづいて、目指す子
ども像へ向けた教育的手立てがうたれているか。また、そ

れにより生じた仮説とテーマも関連づけて設定されている

か等、再認識することができた。
-仮説を確かなものにしていくために、 「プレない子ども像j

を設定し、教育的な手立てを工夫していく、具体化してい

くことが大切である。評価できないものは評価しない。行

動目標化、行動観察等で評価できるものは工夫するという
助言により、もやもやとしていたものがすっきりした。

-研究の仮説は子どもの実態、育てたい子ども像を含んでい
ることが必要で、仮説と実践が結びついているか、つまり

検在可能な仮説であるかどうかが大切。すなわち仮説の中

での育てたい子ども像はぶれてはいけないし、具体的なも

のである必要がある。また、教育的手立てを具体的なもの

にしなければ仮説と実践は結びつかず、教師側の手立てが
有効であったかどうかを測るための評価方法の工夫も大切

であるという点も指摘され、これからの研究にとって大変

なっていくという話が印象に残った。 I参考になった。

註)ここで取り上げた現職教員研修は、熊本市教育センター主催事業である研究員活動の第 1回全体会で筆者が担当した研修である。

PDSIサイクルを適用した「教育実践研究の進め方・まとめ方」表 2

丑

吾

同

111 

た。

・何を(子どもの実態から)、どうしたいのか(子どもの成

長)を明確にし、研究を進めていきたいと感じた。

・決して過大評価することなく、相対評価でもなく、子ども

一人一人のよりよい変容を目指し、どれだけ個人を伸ばす
ことができたか。この点で研究を語ることが大切である0

・大事なのは結果や成果に対する考察だけではなく、それ以
上に課題が大事なことを再認識しました。

・スタートが子どもの実態、成果が子どもの成長、そして何
より残された課題が大切という言葉に、実践と研究を平然

と二分してきた自分の愚かさ・ずるさを恥じた。
-視点の明確化、実践から実証・検証へ、成果と残された課
題、自助努力による継続性をいつも考えながら、これから
努力したい。

[ 11/2年次第l回:平成16年9月10日】
・学ぶ主体に視点を当てテーマを見つけ、学ぶ主体の成長か

ら成果と課題を考察することが、一人一人の子どもに目を
向けた研究という言葉通り大切だと思いました。

・日々の実践に裏打ちされた研究をすべきであるし、研究を

通して見えてきた成果を子どもに返すとともに、残された

課題に対してさらに研究を積み重ねていくことが大切。

・発表のための実践に終わり 課題をその後生かしているか

というと、生かしきれていないのが現状です。研究によっ
て、子どもが変わる、子どもが伸びる、伸び続けることが

大前提なのだと改めて思いました。
・テーマ、思念、仮説、実践、検証の一連の流れが、 1枚の

プロットにまとめられるかどうかで、その論文の整合性や

一貫性を見取ることができること。検証で、データをどう

解釈するか、基準の取り方を含め、検証から見えてくる課

題の分析(仮説、実践、恵念のどこに課題が残っているの
か)が大切であり、今までの自分の論文において抜け落ち

ていた所である。 r改善」が大切であり、次の研究課題と

平成16年度前期

委嘱研究員

(10部会・ 39名)

ーロ吋
l
l

平成16年度後期
委嘱研究員

(11部会・ 45名)

現職教員の感想(抜粋)

表中の現職教員の感想は、後日同センターに提出された参加教員の感想の中から、筆者が代表的なものを抜粋したものである。



PDSIサイクノレに関する理論的背景と学校での教育実践への適用

資料 1 PDSIサイクノレを適用した「教育実践研究の進め方・まとめ方」のポイント

1 テ←マ設定では、「新しい学力観Jr生きるカJr基礎・基本Jr，確かな学力Jの捉え方を踏まえる。【計画】

・ 日々変化し続ける祖会状況に合った、今目的教育課題の解決に向けたもの。

・ 日々の教育実践の積み重ねが基本にあること。日々の教育実践の中から耕市が感じている課題制見点を見つけること。

日々関わっている子どものどういう面の力が弱いのかという子どもの実態の分析をもとに、そこを高めるにはどうした

らいいのかを振り返り、見直すことからスタートすること。

・学校教育現場での全ての教育実践の基底にある教育の目的・使命は、子ども一人一人を育てること。子どもの存在が

常にそこにあり、子どもたちの健やかな心と身体の成長・発達や自立、「生きる力Jに直接、間接に寄与するもの0

.テーマを何に絞るのか、子どもたちの具備怜姿をイメージしながら決めてし、くこと。子どもが主休学ぶ主体に視

点を当てた魅力あるテーマ設定を行うこと。

2 仮説の設定では、教育諸条件や原因と結果の関係を構造的に捉える工夫が必要とされる。特に、理念を論旨

通り実践できる視点を抽出すること。【計画】

・実践に裏付けられた問題意識から仮説が生まれること。

・教師が子どもをどう育てたいか、どんな子どもになってほしいか、きちんと目標をもち課題皇求していくこと。「子

どもがーできるようになる」ことを教師が支援する立場であること。

・子どもが変わる、子ども料申びる、伸て続けることを前提に、スタートは子どもの実態から、成果は子どもの成長で

あること。一人一人の子どもに目を向けた、子ども一人一人のためのもの。子ども一人一人のよりよい変容を目指し、

どれだけ個人を伸ばすことができたかを問題にすること。

・研究の仮説は子どもの実態、育てたい子ども像を含んでいることが必要で、仮説と実践へ向けた視点が妨志していて、

検証可能な仮説であること。

・仮説の中てやの育てたし、子ども像はぶれてはいけないし、具体的なものであること。また、教育的手立てを具備句なも

のにしなければ仮説と実践は結びつかないこと。

3 授業実践では、子どもの学習活動の実際を具榊旬こ捉え、一人一人の学びに着目した詳細な観擦と託録をも

とに、豊富なデータを蓄積する。【実施】

・実践が仮説に即応していること。

・子どもの実態と学びの様子から目を離さず、子ども一人一人の変容・成長を見て取ること。

・ 目指す子ども像の実現に向けて、税制まどのような教育的手立てを講じたのか、また、そのことにより子どもがどれ

だけ成長(変容)したかを具体的に示すこと。

・教師側の手立てが有効であったかどうかを測るための評価方法を工夫すること。

4 仮説の検証では、一人一人の子どもの具榊句な姿から、データに裏付けられた論を展開し、授業実践から言

えることを帰納する。【評価】

・子どもの姿、データに裏付けられた検註であること。子ども一人一人のデータから学びの実態をきめ細かに見て取る

こと。

-実践に裏付けられた実行可能でかつ実際に効果が上がるという意味で、実効性があること0

.子どもの成長に有効なこと。

5 まとめでは、評価をもとにした計画・実践の改善まで考察を深めることが望まれる。特に、子どもの学習状

況の言判面から、指導上の改善すべき視点を課題として抽出すること。【改善-・計画】

・検証から見えてくる課題の分析(仮説、実践、現念のどこに課題が残っているのか)が大切。

・単ぶ主体の成長から成果と課題を考察すること。見えてきた成果は子どもに返す、還元することができるものである

こと。

-残された課題を明確にし、解決に向けた方法を探り、もう一度トライすることで更なる検証を行うこと。

・成果を学校にすぐ返すことができ、その後の教育実践に使え生かせるものであること。教師自身が「面白い、実践し

たい」と思えるもの。

・成果を他の学校でもどこでも使え、他の先生でも誰でも「実践してみたいJと思えるような魅力あるもの、広めてい

けるものであるこ字。

・教育実践へつなげていけるような訓凋性の高いもの、普遍化・一般化できるようなものであること。
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中山玄三

資料 2 PDSIサイクノレを適用した「教育実践研究の全体像」のプロット

1 テーマ股定【計画】

(1)テーマ:

「“算数って面白い、考えることが楽しい"と実感できる算数の授業を求めてJ

(2)車念:

「算数的活動力(具体的操作のみならず念頭での操作も含み、解決のために対象に働きかける力)J、「論

理的思考力(試行錯誤しながら、考えた過程を整理してまとめていく力)J、「算灘句表現力(考えた過

程ヰコ結果を、言葉ヰ操作によって、相手を意識しながら説明する力)Jを培うことを通して、考えるこ

とや表現することが楽しいと実感できる授業

2 仮説の設定【計画】

(1)仮説:

①基本の考え方を明確にし、繰り返し学習する。今 考え方の徹底を図ることができる。

②ノートに自分の考えを書き残す活動を継続する。=今過程を大事にした学習へと転換できる。

③「対話」を大切にした授業を展開する。今 豊かな表現力を身につけることができる。

(2)実践化へ向けた視点:

①基本の考え方について: 繰り返し出てくる考え方を徹底指導する。

②ノート指導について: 考えや振り返りを書く場面を設定し、指導する。

③評価について: ノートを活動の記録として評価する。

④算数的表現力について: 考えを理解しようとする聞き手を育てる。

3 授業実践【実施】

(1)単元でつけたい力:

「確かな学力=対象に対して課題意識をも。ち、解決するために主体的に働きかけることができること」

と「豊かな相会性=友達との学び合いを深め、自分の思いを豊かに表現できること」の両面から捉え、

そのための支援と手立てを考える。

(2)授業設計と授業実践の記録:

①補充的・発展的な学習を支援する授業

・発展問題コース(どんどんコース)

・補充問題コース(じっくりコース)

②基礎・基本の定着を目標とした、個の学習状況に応じた少人数指導

-基本の定着コース(どんどんコース)

-基礎の定着コース(じっくりコース)

4 検置とまとめ【評価・改善】

O子どもの実態から言えること:

①ノートや算数新聞で、考え方や友達との関わり合いを評価する。

・学習の過程を大切にし始めた。

・ノートに何を書き残せばいいのかを理解してきた。

・子どもの振り返りの力をつけることができた、論理的に思考していく力をつけることができた0

・課題解決に向かう態度、解決の見通し、友達の考え、考え方の共通性、考えの修正、自己評価を

書き残すことができている。

②アンケート調査で、子どもの意識面から成果をみる。

• 90%程度の子どもが、「算数が楽しい」。

・楽しいと思う理由として、「わかるようになった(62紛Jr意見が言える(47覧)J r考えること (33覧1)J。
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PDSIサイクルに関する理論的背景と学校での教育実践への適用

認識に立って，学校等での教育実践研究ならびに現

職教員研修を進めていく上でPDSIサイクノレの導入

をこれまで積極的に行なってきており，その有用性

や意義が認められつつある.

PDSIサイクノレは，各学校において学校教育目標

の達成を目指したカリキュラムの計画，実施，評価，

改善の一連の過程を別々に見るのではなく，諸機能

の循環関係・サイクノレというシステムとして捉える

点に，本質がある.このようなマネジメント・サイ

クノレを適用し，カリキュラムの有効性を科学的に実

証していく教育実践研究こそが，子どもの「確かな

学力Jr生きるカ」の保障につながるだけでなく，

教師や学校の教育活動をより有効なものとし，引い

てはそれが，国の教育課程の基準をより豊かにする

ことにつながるという点で，その意義と価値がある

と考える.

付記

筆者は，平成16年度から引き続き，平成17年9月7

日に開催された熊本市教育センター主催事業である

研究員活動の平成17年度第 1回全体会において，

PDSIサイクノレを適用した教育実践研究の進め方・

まとめ方に関する指導・助言を行なった.後日，同

センター研究員担当・統括責任者である井手正昭指

導主事より r研究サイクノレを示す言葉に， PDSIサ

イクノレとPDCAサイクノレがありますが， どちらがよ

いのでしょうか，教えてください.Jというご質問

と「これまでの研究員活動の指導をもとに，研究員

システムの指導方法の確立を論文にまとめていただ

くと，全国各地の研究員システムの活性化につなが

るのではないか.Jというご要望をいただいた.こ

の要請に受けて，解説および実践報告として筆者が

執筆したものが本稿である.
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